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	応用
	抗原情報
	背景
	カルボニル還元酵素3は、多数の生物学的および薬理学的に活性なカルボニル化合物を対応するアルコールに還元する触媒作用を及ぼします。この酵素は、単量体NADPH依存性酸化還元酵素に分類されます。CBR3は11.2キロベースにわたる3つのエクソンを含み、別のカルボニル還元酵素遺伝子であるCBR1と密接に関連しています。[RefSeq提供、2008年7月],触媒活性：R-CHOH-R' + NADP(+) = R-CO-R' + NADPH.,類似性：短鎖脱水素酵素／還元酵素（SDR）ファミリーに属します。,
	研究分野
	アラキドン酸代謝;
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	CBR3抗体を用いたパラフィン包埋ヒト大腸癌組織の免疫組織化学染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした状態。
	

	CBR3抗体を用いたJurkat細胞およびMCF7細胞のライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	カルボニル還元酵素3ポリクローナル抗体を用いた様々な細胞のウェスタンブロット分析

